
 
          
 

２０１１年６月 

 

  主題 

国際会長    「心新たに立ち上がろう」                   会 長   千賀直道  

アジア地域会長 「心新たに立ち上がろう」                  副会長   佐脇弘康 

西日本区理事  「飛翔たとう ワイズスピリットを胸に」            書 記   芝山隆史 

中部部長     ｢ワイズは フェイス to フェイス｣                会 計   薦田正男 

クラブ会長   「育てワイズの輪 広げよう奉仕の業」            直前会長  薦田正男 

                                   

今月の聖句 

「一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それはただ一粒のままである。しかし、もし死んだなら、豊かに 

 実を結ぶようになる。」                           ヨハネによる福音書 １２章２４節       

 

  ６ 月第１例会案内                                                  
日 時 ６月１８日（土）１８時 30 分～ 

会 場 アスト津 ３Ｆ 交流広場 

  

 開会点鐘 

 会長挨拶 

 今月の聖句 

 協議事項 

 ７月の総会について 

 ８月の招待プログラムについて 

 卓話プロの講師について 

 西日本区大会の報告 

 閉会点鐘 

 お食事会場へ  

            

                          

                

        

 

 

 

 

 後期会費の納入をお願いします 

 第３銀行 津駅西支店 普通口座 

 ２１３７３９１ ツワイズメンズクラブ     

在 籍 第１例会 第２例会 メークアップ  出 席 率  ファンド 
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￥５７,６００ 

 

 

  

    

 梅雨の季節となり田園では稲が青々と元気

よく風を受けて緑の波を打っています。 
麦畑では取り入れの時を迎え黄色く色ずいて 
きました。ふと今月の聖句をおもいうかべま

した。津クラブは来年２０周年を迎えます。 
多くの先輩やＹＭＣＡスタッフの奉仕のおか

げで私達のクラブは存在しています。今は少

ないメンバーですが一人でも多くの友を迎え 
西日本区に津クラブありと大声をあげたい気

持ちです。今までクラブに在籍して下さった

人々の蒔いた種をだいじに育て豊かに実を結

ぶように２０周年に向かって努力したいもの

です。 

 



          5 月例会報告 

 

日 時 5 月 11 日（土）18 時 30 分～ 

会 場 アスト津３Ｆ 交流広場 

津クラブの今後の進め方について 

ゲストに亀野貞君を迎えて話がはずみました。 

ＹＭＣＡバザーについて協力をお願いしました。 

二次会はネズミが 3 匹あつまり遅くまでチュウチュウと 

にぎやかに盛り上がりました。 

 

           ＹＭＣＡバザー 

 

 
5 月 28 日（土）キッズステーション 

雨のなかでの開催となり人出を心配しましたが大勢の方

に参加していただき大きな成果を得ました。 

ワイズは焼きそばとフランクフルトの担当で四日市のメン

バーががんばってくれました。 

亀野君から万願寺唐辛子の苗とゴ―ヤの苗を寄贈して

いただきました。感謝申し上げます。 

 

             津クラブ 

 

7 月の例会は総会を予定しています 

ワイズソングを大きな声で歌っていただける部屋を準備し

ました。友達を誘ってさんかしてください。 

 

             西日本区 

 

6 月 11 日～12 日 京都 ウエスティング都ホテル京都 

第 14 回西日本区大会において次期へとバトンタッチが

されます。役員の皆さまご苦労様でした。皆さんの働き

に感謝申し上げます。 

 

           ＹＭＣＡ便り 

 

ＹＭＣＡバザー ご協力ありがとうございました。 

純益 20 万円の成果がありました。 

東日本の震災支援と幼児園の施設充実のために用立

てたいと思います。 

津ＹＭＣＡの活動を紹介します。 

 

大学生リーダーが体操とお遊びの指導をしています。 

聖ヤコブ幼稚園のホールを借用し毎週水曜日 3 時～ 

幼児 17 時～小学生 

第 4 日曜日 野外活動をしています。 

 

             大相撲    

 八百長や野球とばく等世間を騒がしましたが 7 月場所

は名古屋で開催が決定しました。相撲といえば土俵の上

でとるのが普通ですが、昔はそうではなく、室町時代まで 

相撲は，方屋または片屋と呼ばれる屋根の下で、丸い

人垣をつくってその中でとっていた。方屋は今でも土俵の

上の屋根として残っている。現在の土俵の周りには四角

い外俵が巡らされているが、これは方屋が柱を持ってい

る頃の名残である。その後見にくいので柱がなくなって吊

屋根になった。今でも四隅に房がある。この色は陰陽五

行説の守護神できめられている。東は春を表わす青竜

の青、南は夏を表わす朱雀の赤、西は秋を表わす白虎 

の白、北は冬を表わす玄武（黒い亀）の黒。また屋根の

上には鰹木が 5 本で奇数は男性を表わしている。 

室町時代までの相撲では、土俵はまだなかった。最初に 

境界線を設けたのは、一説には相撲好きだった織田信

長といわれているが、その頃はまだ俵は埋めていなかっ

た。慶安年間になって俵が設けられた。最初は四角であ

った。延宝年間になって丸くなったようである。相撲はも

ともと神事の一つとされていた。相撲を見る時もうすこし

違った見方をするのも面白いと思います。 




